
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日
提
出

質

問

第

八

八

号

痴
漢
や
窃
盗
行
為
等
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
外
務
省
職
員
へ
の
処
分
の
妥
当
性
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見

解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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痴
漢
や
窃
盗
行
為
等
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
外
務
省
職
員
へ
の
処
分
の
妥
当
性
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見

解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

外
務
省
に
お
い
て
、
以
下
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
同
省
職
員
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
以
下
の
処
分
が
下
さ
れ
た
こ
と

が
過
去
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
九
一
号
）
等
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

�

平
成
十
一
年
四
月
一
日
、
通
勤
途
上
同
一
女
性
に
対
し
て
痴
漢
行
為
を
行
う
。
減
給
一
年
間
（
俸
給
五
分
の
一
）

�

平
成
十
三
年
一
月
二
十
九
日
、
電
車
内
で
隣
に
い
た
女
子
高
校
生
の
体
を
触
る
。
減
給
一
ヶ
月
（
俸
給
十
分
の
一
）

�

平
成
十
三
年
一
月
二
十
六
日
、
横
浜
駅
ビ
ル
に
て
女
性
の
ス
カ
ー
ト
内
を
盗
撮
す
る
。
減
給
一
ヶ
月
（
俸
給
十
分
の

一
）

�

平
成
十
三
年
九
月
三
十
日
頃
、
十
五
歳
の
女
子
中
学
生
に
対
し
猥
褻
な
行
為
を
見
せ
、
更
に
現
金
を
供
与
し
て
猥
褻
な

行
為
を
さ
せ
る
。
免
職

�

平
成
十
五
年
三
月
十
日
、
出
勤
途
中
に
乗
り
合
わ
せ
た
女
子
高
校
生
に
対
し
て
痴
漢
行
為
を
行
う
。
停
職
二
ヶ
月

�

平
成
十
五
年
十
月
三
日
、
出
勤
途
中
に
乗
り
合
わ
せ
た
女
子
高
校
生
に
対
し
て
痴
漢
行
為
を
行
う
。
停
職
一
ヶ
月

�

平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
、
出
勤
途
中
に
乗
り
合
わ
せ
た
女
性
に
対
し
て
痴
漢
行
為
を
行
う
。
減
給
一
ヶ
月
（
俸
給
十

一



分
の
一
）

�

平
成
十
四
年
三
月
二
十
八
日
、
東
京
都
豊
島
区
の
洋
品
店
に
お
い
て
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
（
三
千
九
百
円
相
当
）
を
窃

取
。
停
職
一
ヶ
月

�

平
成
十
四
年
十
二
月
三
十
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
電
気
用
品
店
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
一
枚
（
二
千
九
百
円
相

当
）
を
窃
取
。
停
職
三
ヶ
月

�

平
成
十
五
年
四
月
一
日
、
東
京
都
豊
島
区
の
Ｃ
Ｄ
店
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｄ
一
パ
ッ
ク
（
一
万
円
相
当
）
を
窃
取
。
停
職
一

年
�

平
成
十
五
年
四
月
十
九
日
午
後
、
同
僚
の
名
前
で
儀
典
官
室
の
鍵
を
借
り
た
上
で
同
室
に
入
り
、
課
金
、
同
僚
の
預
金

通
帳
及
び
印
鑑
並
び
に
決
済
書
類
等
を
窃
取
。
停
職
一
年

�

平
成
十
五
年
十
月
五
日
、
飲
酒
の
上
、
路
上
に
お
い
て
無
施
錠
の
中
古
自
転
車
を
窃
取
。
減
給
一
ヶ
月
（
俸
給
十
分
の

一
）

�

平
成
十
五
年
一
月
、
他
の
外
務
省
職
員
の
出
張
旅
費
総
額
二
十
七
万
五
千
六
百
四
十
四
円
を
窃
取
し
、
ま
た
、
平
成
十

六
年
一
月
、
課
金
十
万
円
、
課
金
用
預
金
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
カ
ー
ド
及
び
こ
れ
ら
が
入
っ
て
い
た
金
庫
の
鍵
を
窃

二



取
。
停
職
十
ヶ
月

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
挙
げ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
外
務
省
職
員
に
下
さ
れ
た
処
分
の
内
容
に
対
し
、
前
政
権
に
お
け
る

答
弁
書
で
は
、
処
分
内
容
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
と
し
て
も
、
右
の
見
解
に
変

わ
り
は
な
い
か
。

二

誰
で
も
職
務
中
に
ミ
ス
を
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
痴
漢
行
為
や
窃
盗
行
為
等
を
行
う
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
は
な

く
、
ま
た
、
外
務
省
職
員
の
職
務
中
に
や
む
を
得
ず
犯
し
て
し
ま
う
失
敗
で
も
決
し
て
な
く
、
自
身
の
欲
望
に
よ
る
、
卑
劣

極
ま
り
な
い
行
為
で
あ
る
。
こ
の
様
な
行
為
を
働
い
た
者
が
、
諸
外
国
と
の
交
渉
の
中
で
我
が
国
の
国
益
を
主
張
す
る
、
諸

外
国
の
外
交
官
と
交
流
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
等
の
外
交
業
務
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
果
た
し
て
そ
の
主
張
に
ど
れ
だ
け
の

説
得
力
が
あ
り
、
諸
外
国
の
外
交
官
と
ど
れ
だ
け
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
自
ら
の
欲
望
に
負
け
、

罪
を
犯
し
た
人
間
に
、
我
が
国
の
い
わ
ば
顔
で
あ
る
外
交
官
と
し
て
、
国
益
に
資
す
る
働
き
は
絶
対
に
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
一
般
に
、
民
間
会
社
に
お
い
て
同
様
の
事
例
が
あ
っ
た
場
合
は
、
解
雇
処
分
等
、
前
文
で
挙
げ
た
も
の
よ
り
も
遙
か

に
厳
し
い
処
分
が
下
さ
れ
る
も
の
と
思
料
す
る
。
右
に
つ
き
、
前
政
権
に
お
け
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
四
号
）

三



で
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
職
員
が
外
務
省
職
員
と
し
て
不
適
切
な
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
個
別
の
具
体
的
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
正
な
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、

御
指
摘
の
職
員
が
、
か
か
る
処
分
を
受
け
、
自
ら
の
行
為
を
深
く
反
省
し
た
上
で
、
全
力
を
挙
げ
て
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

は
許
容
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
も
、
右
の
認
識
に
変
わ
り
は

な
い
か
。

三

前
文
で
挙
げ
た
十
三
の
事
例
の
う
ち
免
職
処
分
と
な
っ
た
も
の
を
除
い
た
十
二
の
事
例
に
つ
い
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し

て
考
え
る
と
、
あ
ま
り
に
も
処
分
内
容
が
軽
す
ぎ
る
と
思
料
す
る
。
国
民
の
信
頼
を
得
る
上
で
も
、
よ
り
社
会
通
念
に
照
ら

し
て
妥
当
な
厳
罰
を
下
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
右
に
つ
き
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る

か
。

四

鳩
山
内
閣
と
し
て
、
今
後
外
務
省
に
お
い
て
前
文
で
挙
げ
た
も
の
と
同
様
の
事
例
が
発
生
し
た
場
合
、
よ
り
社
会
通
念
に

沿
っ
た
厳
罰
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


